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Reprint Deskの利用

メリット

＊直接出版社とのPPVに比べて、 アカデミック料金 かつ
一括契約 のため 安価なケースが多い

＊PDFで入手できる （研究室内で共有可な雑誌が増加）

＊クレジットカードの立替手続きが不要

＊出版社ごとの登録が不要

注意点

＊学内所蔵・OAの確認

＊すぐにDLできずに、しばらくしてメールでDL先が通知される

＊電子化されていないものの入手も可能だが非常に高額

＊最初の提示金額と異なることがある



ここから入る



ここから入る



ここからログイン

直接、Ｂｏｏｋｍａｒｋに残すなら、このページを
https://info.reprintsdesk.com/

パスワードの変更



教員のメールアドレス

初期パスワードは全員に配布済み
新任の方は、図書館事務室へ

初期パスワードの場合は
ここからパスワードを変更



初期画面

文献オーダーフォーム

文献オーダー履歴

文献検索機能



DOI などを入力
（一般のDBでDOIを調べておくのが最も容易）

「Get Citation」 で書誌事項を確認

「Details and pricing」 で金額を確認
Service fee : 手数料（Reprints Desk社へ行く）
Copyright : 著作権料（出版社へ行く）





通常のＰＰＶの場合



１） ＤＯＩを転記
２）「Get Citation」で

書誌事項を取得

３）書誌事項を確認

４）「Details and pricing」をクリック



４）価格確認
５）クリックで注文確定

DLリンクが届くメールアドレス



オーダー確定画面



このメールをtosyo-gyomu@fit.ac.jpへ転送ください。

ＤＬ先がメールで届く



提示金額が変更に
なることがある。



現時点では、著作権料の上限を＄50に設定しています。
それでも発注するかどうか、一度、検討してください。
＄50以上の論文購入を禁止している訳ではありません。



過去の発注記録を確認できます。

閲覧可能



その他：所蔵の確認など

ディスカバリー検索
研究用には満足できないかもしれませんが、
慣れない学生さんが使うには便利なＤＢです。
学内所蔵、ＩＬＬ申込、諸機関のレポジトリ情報などが簡便にわかります。



A New  Approach to Increasing the Resolution of a Mass Spectrometer w ith Wedge-Shaped 
Reflectors





My LibraryのILL申し込み画面に書誌データ
が引き継がれる

学内契約の
Gale Academic One Fileを通してDL可
（一部、連携が切れている者のがある）



契約雑誌、OA論文などで本文を読める



契約雑誌、OA論文など出版社の
WEB経由で本文を読める



DOAJ,諸機関のレポジトリなど
へのアクセス

オープンアクセス学術誌要覧（DOAJ）は、「分野、地域、言語

にかかわらず、世界規模で、査読付きオープンアクセス学術
誌の認知度、アクセシビリティ、評判、利便性、品質を高めるこ
とである。また、学術誌の編集者、出版社、所有者と協力し、
最良の出版業務の手助けをする



学術文献に関する世の中の流れ

＊オープンアクセス化

＊機関レポジトリ（JAIRO Cloud）の活性化



オープンアクセス化へ （科研費）

（１）オープンアクセス化の方法
① 掲載から一定期間を経過すれば、掲載された論文の最終原稿版を研究者の関係す
る機関リポジトリで公開することや、研究者自らが開設するWebサイトで公開すること（セ
ルフ・アーカイブ）を認める出版社等が増えつつあります。
② 最近の学術誌の中には、はじめからオープンアクセスになっているものがあります。こ
れには、掲載料（APC）が必要なものと不要なものがあります。また、購読料の支払いが
必要となる従来型の学術誌においても、著者が掲載料（APC）を負担することで速やかに
オープンアクセス化を実現することが可能な学術誌もあります。

（２）科研費論文をオープンアクセス化するために
研究者が執筆した、科研費の助成を受けた研究の論文についても、上記①によりオー

プンアクセス化できるケースが増えています。この場合、機関リポジトリへの登録手続き
が必要となり、また掲載方法等についても、例えば、著者最終原稿版を公開するなど出版
社等の側の定めに従う必要があります。
投稿する学術誌については、これまでどおり研究者自身の判断によって決めていただく

ものであり、必ずしもオープンアクセス誌への投稿を求めるものではありません。また、専
門分野による研究成果の取り扱いの違いや所属機関の機関リポジトリの整備状況等にも
差があります。そのためオープンアクセス化にあたっては、それぞれの研究者が、現在の

環境下において可能な範囲で最も適切であると判断する手段を選択してください。



オープンアクセス化へ ＯＡ2020

我が国を含め、全世界的な動きとして、
「購読モデル」から「ＯＡ出版モデル」へ転換を図る

世界で公表される年間200万本の論文をOAにするために著者が
支払う費用（Article Processing Charge，APC）と，各国で雑誌を購
読するために支払っている年間購読料の総額を比べると，APCの
方がはるかに安くすむ，だから歩調を合わせて購読料をAPCに振
り替えよう という取り組み

具体的には、
「現在購読モデルのために使われている資金を，OAで出版す
るコストのために再配分すること」

JUSTICE 大学図書館コンソーシアム資料より
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オープンアクセス化へ ＯＡ2020
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